





学・日本赤十字秋⽥短期⼤学紀要（Journal of the Japanese Red Cross Akita College of Nursing






















字秋⽥看護⼤学・日本赤十字秋⽥短期⼤学紀要」（Journal of the Japanese Red Cross Akita





























































































例：（Rogers & Brown, 2000）





















例：White, M., Black, S., Green, E. ＆ Brown, D. (2000). On the social ecology of
dependence and independence in elderly nursing home residents: A replication and








例：White, M. ＆ Black, R. (2000). The social world in long‑term care institutions:
Psychosocial control toward dependency . In Baltes, M. ＆ Baltes, P. (Eds.), The
Psychology of Control and Aging 345‑367. NJ : Erlbaum, Hillsdale.
③ 翻訳書の場合、原著者名（原書の発行年次）／訳者名（翻訳書の発行年次）．翻訳書の書名
（版数）．発行地，出版社名．の順で記載する。
例：White, M.（1999）/山⽥花子（2000）．ナースの○○○教育．東京，△△書院．
（11）図、表及び写真は、図１、表１、写真１と通し番号を付し、A４版用紙１枚ずつに配置し、
本⽂とは別に一括する。
本⽂原稿右欄外にそれぞれの図、表及び写真の挿入位置を朱書きする。
図及び表はMicrosoft Word及びExcelで作成し、原図を添付する。このとき、必ず⽂章とは
別ファイルとする。
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図及び表は、⼤きさに応じて原稿の枚数に換算し、原稿枚数に含める。例えば、刷り上がりＡ
４版１ページは、原稿では２枚に相当するので、１ページ⼤の図及び表１枚は原稿２枚と換算す
る。
（投稿⼿続）
第６条　原稿は、直接持参⼜は郵送とする。
２　原稿は６部提出し、そのうち２部は氏名、所属及び謝辞等の執筆者が特定できる事項を除いて提出
する。
３　投稿論⽂の採用決定後に、本⽂、図及び表を保存したフロッピーディスク⼜はCD‑Rを提出する。
４　原稿は次の住所に宛てて提出する。郵送のときは「原稿在中」と朱書きし、簡易書留郵便とする。
〒0101493　秋⽥市上北⼿猿⽥字苗代沢17番地３
日本赤十字秋⽥看護⼤学紀要編集委員会
電話　0188294000　　FAX 0188293030
（投稿論⽂の採否）
第７条　投稿論⽂の採否は査読を経て紀要編集委員会が決定する。
２　査読委員による投稿論⽂の査読の結果、紀要編集委員会は執筆者に対し内容の加除、訂正及び原稿
の種類の変更を求めることができる。
３　倫理上問題があると紀要編集委員会が判断した原稿は受理しない。
４　投稿原稿は返却しない。
（校正）
第８条 校正は３回とし、再校までは執筆者による校正を原則とする。再校以後の⽂章の加筆及び訂正
を認めない。
（費用）
第９条　別刷りの費用は、執筆者が負担する。
２　図及び表等その他印刷に特別な費用を必要とするときは、執筆者の負担とする。
（著作権）
第10条　著作権は本学に帰属し、掲載後は本学の承諾なしに他誌に掲載することを禁ずる。
２　執筆者は紀要編集委員会に対し、最終原稿提出時に⾃筆署名した著作権譲渡同意書を提出しなけれ
ばならない。
３　執筆者は原稿が電子情報開示されることを承諾しなければならない。
４　掲載論⽂が第三者の著作権を侵害する等の指摘がなされた場合、執筆者がその責任を負う。
（規程の改廃）
第11条　この規程の改廃は、紀要編集委員会が行う。
附　則
この規程は、平成21年４⽉１日から施行する。
